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｜▼獺子駅南口広場工事中の獄ﾃ案内図 場
所
は
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

場
所
に
つ
い
て
は
、
左
図
の
よ
う

に
確
保
し
ま
す
。
工
事
の
進
行
状

況
に
よ
り
、
歩
行
者
通
路
と
乗
降

す
○

術
に
伴
い
、
６
月
即
日
｛
土
）
か
ら

３
０
０
０
㎡
の
用
地
内
は
、
全
面

的
に
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

の
で 歩

行
者
通
路
と
一
般
車
の
乗
降

我
孫
子
駅
南
口
の
駅
前
広
場
整

’

我
孫
子
市
の
玄
関
ロ
で
あ
る
我
孫
子
駅
南
口
広
場
の
全
面

整
備
が
、
来
春
完
成
に
向
け
て
始
ま
り
ま
す
。
新
し
い
駅
前

広
場
は
、
現
在
の
２
倍
の
広
さ
で
、
駅
へ
の
歩
行
者
の
安
全

が
確
保
さ
れ
、
交
通
ア
ク
セ
ス
も
容
易
と
な
り
利
便
性
が
向

上
し
ま
す
。
工
事
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

来
春
完
成
に

向
け
全
面
工
事

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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水
と
緑
の
あ
る
我
孫
子
駅
南
口
広
場
に

す

バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
つ

い
て
は
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
前

に
暫
定
広
場
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
か
ら
の
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。駅

前
広
場
の
完
成
予
定
は
、
来

年
３
月
末
で
す
。
工
事
中
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
一
日
も

早
く
完
成
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

国道356号
I’

9

を
査
源
に
開
発
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
を

新
し
い
駅
前
広
場
は
、

現
在
の
２
倍
近
く
の
広

き
に
な
り
ま
す
。
駅
前

通
り
と
と
も
に
歩
行
者

の
安
全
が
確
保
き
れ
、

一
般
車
や
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
も
駅
へ
の
交
通
利

便
性
が
向
上
し
ま
す
。

広
場
づ
く
り
の
テ
ー

マ
は
「
手
賀
沼
、
緑
と

烏
、
我
孫
子
ゆ
か
り
の

文
化
人
」
と
し
ま
し
た
。

地
元
の
個
性
を
演
出
し

て
、
新
し
い
街
づ
く
り

の
先
導
役
に
な
る
広
場

を
整
備
し
ま
す
。

駅
の
階
段
を
降
り
る

と
手
賀
沼
の
方
向
に
む

か
っ
て
、
広
場
の
中
心

に
で
き
る
認
謡
へ
駅
前

通
り
の
並
木
、
八
坂
神

社
の
大
イ
チ
ョ
ウ
が
真

つ
す
ぐ
に
見
通
せ
ま
す
。

霜
羅
全
は
手
賀
沼
の
水

源
と
な
る
湧
き
水
を
イ

鳥
が
休
め
る
よ
う
な
設

し
た
。
常
緑
樹
と
落
葉

ま
ぜ
た
緑
豊
か
な
「
中

、
下
総
台
地
と
そ
の
樹

Ｉ
ジ
し
て
い
ま
す
。

両
脇
に
は
市
の
木
の
ケ

水
戸
街
道
ゆ
か
り
の
エ

樹
。
白
樺
派
や
杉
村
楚

文
化
人
の
紹
介
コ
ー
ナ

ほ
か
、
市
民
か
ら
公
募

ど
の
彫
刻
を
展
示
す
る

も
設
け
ま
す
。

は
、
手
賓
沼
の
ヘ
ド
ロ

手
賀
沼
の
ヘ
ド
ロ
を

歩
道
ブ
ロ
ッ
ク
に

我
孫
子
駅
前
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
駅
前
広
場
完
成

後
、
国
道
３
５
６
号
の
拡
幅
整
備

（
現
在
の
９
ｍ
か
ら
妬
～
鴫
ｍ
に
）

へ
と
、
工
事
の
重
点
を
移
す
予
定

敷
き
つ
め
て
、
手
賀
沼
浄
化
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

常
磐
線
沿
線
の
中
で
ひ
と
き
わ

緑
と
地
域
色
が
豊
か
な
こ
の
駅
前

広
場
は
、
多
く
の
人
々
の
交
流
と

出
会
い
が
生
ま
れ
る
、
我
孫
子
に

ふ
ざ
わ
し
い
玄
関
ロ
と
な
る
で
し

よ
、
つ
○

月
自
転
車
は
自
転
車
駐
車
場
に

７ ６

１
１
ｊ

側
放
置
自
転
車
撤
去
を
強
化

広
場
の
完
成
後
は
国
道

ｓ
５
６
号
拡
幅
に
着
手

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

で
す
。ざ

ら
に
、
道
路
や
公
園
、
街
区

の
未
整
備
部
分
の
整
備
を
進
め
、

一
日
も
早
い
事
業
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

、
今
回
の
駅
前
広
場
に
は
、
市

が
委
嘱
し
て
い
る
「
景
観
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
の
皆
さ
ん
か
ら
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

雑
木
林
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
木

立
ち
、
手
賀
沼
の
湧
き
水
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
湧
水
、
文
人
紹
介

コ
ー
ナ
ー
、
彫
刻
展
示
コ
ー
ナ

ー
な
ど
を
配
踵
し
て
、
手
鐙
沼

を
感
じ
、
我
孫
子
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
広
場
に
し
て
い
き
ま
す
。

我
孫
子
を
ア
ピ
ー
ル

崎
捲
彦

曇

市
長
、
即

一

我
孫
子
駅
・
天
王
台
駅
前

に
あ
ふ
れ
る
放
置
自
転
車
。

歩
道
を
狭
め
、
時
に
は
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
ま
で
出
っ

張
り
、
一
人
通
り
抜
け
る
の

が
や
っ
と
の
ス
ペ
ー
ス
し
か

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
が
設
置
し
た
自
転
車
駐

車
場
に
は
十
分
な
余
裕
が
あ

り
ま
す
が
、
放
置
自
転
車
は

一
向
に
減
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
市
で
は
、
新
た
に

８
０
０
台
収
容
の
放
置
自
転

車
保
管
所
を
設
け
て
、
７
月
１

日
永
）
か
ら
放
置
自
転
車
の
撤
去

を
強
化
し
ま
す
。

駅
前
周
辺
を
安
全
で
快
適
に

す
る
た
め
に
、
自
転
車
は
自
転

車
駐
車
場
に
と
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
転
車
駐
車
場
の
場

所
、
撤
去
方
法
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
今
号
（
２
）
面
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。▽

問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課

垂
（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
３
０

も
う
し
ば
ら
く
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
広
場
の
工
事
に
つ
い
て

ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
改
造
課
壷

（
露
）
１
１
７
１

を
は
じ
め
市
民
の
坐

ま
た
、
ヘ
ド
ロ
の
有
効
利
用

の
研
究
を
睡
力
中
央
研
究
所
に

委
託
し
て
い
ま
す
が
、
歩
道
ブ

ロ
ッ
ク
へ
の
利
用
は
そ
の
実
用

化
第
一
号
と
い
え
ま
す
。

加
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る

区
画
整
理
も
、
多
く
の
方
々
の

協
力
に
よ
り
、
よ
う
や
く
先
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
事
業
全
体

の
一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し
、

さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

対
象
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
々

（

画
ざ
ん
に
は
、 －－ノ

我孫子市はいかなる国の核実験にも反対します
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転車ゼロを目指して
I

7月旧から撤去体制を強化します

’
用
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。
保
管
料
を
改
正
し
ま
す
。
（
表
１
）

料
金
は
、
１
回
五
時
間
以
内
）
保
管
所
に
は
、
放
置
自
転
車
移

の
使
用
で
、
自
転
車
が
１
０
０
円
、
送
車
と
撤
去
・
保
管
等
の
担
当
職

原
動
機
付
自
転
車
（
釦
匪
未
満
）
員
を
配
置
し
、
自
転
車
放
置
禁
止

が
２
０
０
円
で
す
。
自
動
発
券
機
区
域
内
（
左
図
参
照
）
に
放
置
ざ

で
、
利
用
券
を
購
入
し
、
半
券
を
れ
た
自
転
車
お
よ
び
原
動
機
付
自

▼表1放置自転車移送保管料

』

４

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
▼
連
帯
保
証
人
特
別
小
口
黄
金

市
で
は
、
千
葉
県
信
用
保
証
協

会
と
市
内
金
融
機
関
の
協
力
に
よ

り
、
市
内
中
小
企
業
者
の
皆
ざ
ん

に
運
転
・
設
備
資
金
の
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼中小企業資金融資内容 ▼
融
資
内
容
左
表
参
照
を
除
き
必
要
で
す

▼
利
子
補
給
▽
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
垂

＊
運
転
資
金
…
年
利
１
．
５
％
（
芭
１
１
１
１
内
線
５
０
５

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

＊
設
備
資
金
…
年
利
１
．
８
％

＊
大
型
店
進
出
対
策
資
金
…
年
利

３
％
以
内

▽
信
用
保
証
料
大
型
店
進
出
対

策
盗
金
を
除
き
免
除
さ
れ
ま
す

「
あ
び
こ
工
．
日
記
」
の

記
録
者
を
募
集
し
ま
す

ノ

▼
場
所
市
役
所
本
庁
１
階
福

祉
総
合
相
談
室

▼
対
象
不
安
・
不
眠
な
ど
で

悩
ん
で
い
る
方
や
家
族
の
性

格
・
行
動
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
方
（
予
約
制
）

▽
申
し
込
み
．
問
い
合
わ
せ

事
前
に
福
祉
総
合
相
談
室
壷

（
妬
）
１
１
２
２
へ
電
話
ま
た
は

直
接
予
約
し
て
く
だ
き
い
。
」

▼
日
程
６
月
お
日
（
木
）
か
ら
７

月
皿
日
壬
）

▼
時
間
午
前
８
時
犯
分
か
ら
午

後
８
時
（
土
・
日
雁
日
も
投
票
で

き
ま
す
）

▼
場
所
市
民
会
館
南
隣
Ｃ
会
織

室
（
左
図
参
照
）

▽
持
参
投
票
所
入
場
整
理
券

▼
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委
員

会
實
露
）
１
１
１
１
内
線
３
４
６

ま
す
。「

あ
び
こ
エ
コ
日
記
」
を
記
録

し
な
が
ら
、
二
酸
化
炭
素
排
出
愚

の
削
減
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
き
い
。

▽
受
付
日
６
月
妬
日
灸
）
か
ら

▽
募
集
定
員
先
着
３
０
０
人

▽
記
録
期
間
６
月
か
ら
廻
月

▼
記
録
の
提
出
、
月
お
よ
び
平

参
院
選
の
不
在
害
投
票
は

６
月
妬
日
か
ら

ノ

＼は壷

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
。
自
転
車
駐
車
場
・
保
管
所
案
内
図

放置禁止区域

一一一一一一■勺■可
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改
正
前

改
正
後

自転車

1030円

150

原動機付自騒車

1030円

2000円

種 類

運転資金

設備資金

大
型
店
進
出
対
罐
査
金

特
別
小
口
＝も

今

運転資金

設備資金

運転資金

設備資金

限度額

1,500万円

以内

2,00

’
0万円

以内

1,000万円
以内

2,000万円

以内

750万円

以内

貸付期間

60カ月

以内

84カ月
以内

60カ月

以内

84カ月

以内

60カ月

以内

84カ月

以内

融資利率(年）

12カ月以内

23％

13～36カ月

以内2．8％

37～60カ月

以内3．0％

61～84カ月
以内3．2％
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市
民
税
は
、
一
般
に
県
民
税
と
あ
わ
せ
て
「
住
民
税
」
と

呼
ば
れ
墨
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
勤
務
先
を
通
し
て
、
個
人

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
な
ど
は
、
納
付
書
に
よ
り
本
人
が

直
接
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
は
新

年
度
の
納
付
が
始
ま
る
月
で
す
。
今
回
は
市
・
県
民
税
に
対

す
る
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
し
く
み
や

税
率
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

偽
藤
謝
鯆
憎
鋤
唯
（
し
く
み
と
税
率
Ｕ

提
供
や
生
活
関
連
施
設
の
整
備
な
市
・
県
民
税
は
、
個
人
の
所
得

ど
、
幻
世
紀
に
向
け
た
街
づ
く
り
に
対
し
て
課
税
き
れ
ま
す
。
所
得

を
進
め
て
い
ま
す
。
税
が
所
得
の
あ
っ
た
そ
の
年
に
課

皆
ざ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
税
さ
れ
る
の
に
対
し
、
市
・
県
民

金
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
税
は
、
前
年
中
（
平
成
９
年
１
月

う
え
で
、
最
も
重
要
な
財
源
の
－
１
日
か
ら
哩
月
訓
旦
の
所
得
を

つ
で
、
市
政
運
営
の
か
な
め
で
す
。
基
に
今
年
度
課
税
き
れ
ま
す
。

平
成
、
年
度
の
一
般
会
計
当
初
年
間
の
税
額
は
、
市
民
税
と
県

予
算
額
に
お
い
て
も
、
２
９
３
億
民
税
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
割
と
均

７
０
０
０
万
円
の
う
ち
約
由
・
３
等
割
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。

％
に
あ
た
る
１
９
１
億
７
５
０
０
◎
所
得
割
：
前
年
中
の
所
得
に
応

万
円
余
り
が
市
税
収
入
で
賄
わ
れ
じ
て
負
担
す
る
税
額
で
、
課
税
所

て
お
り
、
特
に
個
人
市
民
税
は
、
得
金
額
（
所
得
金
額
Ｉ
所
得
控
除

１
０
２
億
９
７
８
０
万
円
で
市
税
金
額
）
に
税
率
を
乗
じ
、
速
算
控

全
体
の
約
謁
・
７
％
を
占
め
、
市
除
額
等
を
差
し
引
い
て
計
算
さ
れ

の
財
政
を
大
き
く
支
え
て
い
ま
す
。
ま
す
。
（
下
表
参
照
）

安
心
な
暮
ら
し
を
さ
さ
え
る
市
一
県
民
税

市・県民税Q&A
Q、平成9年11月に夫が亡くなりました、昨年中に夫が

得た所得に対する市。県民税は。

A、市・県民税は毎年1月1日現在で住所のある方に対

して、その住所地の市町村が課税することになっていま

す。したがって、平成9年中に死亡された方へ、平成10

年度の市・県民税が課税されることはありません。

Q、平成10年1月20日に、甲市から我孫子市に転入して

きました、平成10年度の市。県民税は、どちらへ納める

ことになりますか。

A、平成10年1月1日現在では、あなたの住所は甲市に

あったのですから、その後我孫子市に転入されたとして

も、平成10年度の市・県民税は甲市に納めていただくこ

とになります。

Q、私は、平成9年11月定年退職し、その際退職金から

市。県民税を天引きされましたが、今年も平成10年度の

納税通知書が送られてきました。なぜでしょうか。

A、退職者が受けた退職金に対する市・県民税は退職金

が支払われる際に天引きされ、勤務先を通じて市町村に

納入されます。（同時に特別徴収残り分の市・県民税も

合わせて徴収される場合もあります｡)退職金以外の所

得（この場合平成9年1月から退職時までの給与所得）

についての市・県民税は10年度課税ですので、今回はそ

の納税通知書が送付されたものと思われます。

Q、夫は平成9年4月から海外へ単身赴任中です、妻の

私と子ども2人は所得がなく、夫の仕送りで生活してい

ます。このような場合でも市。県民税がかかるのですか。

A、あなたと2人のお子さんには所得がないため市・県

民税はかかりません。しかし、平成10年1月1日に我孫

子市に住所はなくても、事務所や事業所、または家屋敷

がある方は、均等割のみが課税されます。したがって、

ご主人には市・県民税の均等割3500円が課税されること

になります。また、あなたと2人のお子さんについては、

市・県民税の申告をしていただくことになります。

Q、平成9年10月に東京23区内から我孫子市に転入して

きたサラリーマンです。これから平成10年度の市。県民

税を納めるのですが、前住地よりも市。県民税が高くな

ったように思われるのですが、なぜでしょうか。

A、市・県民税は、均等割額と所得割額の合計で算出さ

れています。均等割額は1月1日現在住んでいる市区町

村の人口に応じて定められており、あなたの場合は、前

住地よりも我孫子市のほうが安くなっています。また、

所得割額は前年の所得によって算出されますので、前年

の課税所得が一昨年の課税所得（前住地の区都民税の

算出根拠）よりも多くあったものと考えられます。住ん

でいる市区町村によって、税負担の不公平はありません。

し
く
み
と
税
率

◎
均
等
割
。
：
一
定
額
以
上
の
所
得

の
あ
る
方
に
、
広
く
均
等
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
税
額
で
、
一
律
に

か
か
り
ま
す
。
市
民
税
の
均
等
割

額
（
税
率
）
は
、
市
区
町
村
の
人

口
規
模
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
種
準
蕊
諾
場
合
）

＊
、
万
人
以
上
の
市
と
東
京
零
区

…
３
０
０
０
円

＊
５
万
人
以
上
ｍ
万
人
未
満
：
２

５
０
０
円
（
我
孫
子
市
の
場
合
）

＊
５
万
人
未
満
の
市
と
町
村
・
・
・
２

▼所得割の税率（標準税率）

謝
力
、

ｉ

①
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

②
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者

（
砧
歳
以
上
の
方
）
、
寡
婦
ま
た
は

寡
夫
で
、
前
年
中
の
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

層
課
税
き
れ
る
方
緬
税
義
務
者
）

と
納
め
る
市
・
県
民
税
の
種
類
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
本
年
１
月
１
日
賦
課
期
旦

に
我
孫
子
市
に
住
所
が
あ
る
方
．
：

均
等
割
額
と
所
得
割
額

②
本
年
１
月
１
日
に
我
孫
子
市
に

住
所
は
な
い
が
、
事
務
所
や
事
業

所
、
ま
た
は
家
屋
敷
が
あ
る
方
．
：

均
等
割
額

厨
臓
臨
悩
れ
る
右
①

０
０
０
円

な
お
、
県
民
税
の
均
等
割
は
、

１
０
０
０
円
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
所
得
割
額
は

所
得
や
所
得
控
除
の
状
況
に
応
じ

て
、
均
等
割
額
は
市
区
町
村
の
人

口
規
模
に
応
じ
て
、
算
出
さ
れ
ま

す
の
で
、
住
ん
で
い
る
市
区
町
村

に
よ
っ
て
税
額
の
高
い
、
安
い
と

い
っ
た
「
税
負
担
の
不
公
平
」
が

生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
さ
れ
る
方

れ
な
い
方

課
税
さ
れ
た
市
・
県
民
税
を
納

め
る
に
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方

な
ど
が
勤
務
先
を
経
由
し
て
納
め

る
「
特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
ご

と
、
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
な
ど

直
接
個
人
宛
に
送
付
き
れ
た
納
付

害
で
納
め
る
「
普
通
徴
収
」
が
あ

り
ま
す
。

平
成
、
年
度
の
市
・
県
民
税
の

普
通
徴
収
（
第
１
期
）
の
納
期
限

は
６
月
”
日
で
す
。
他
市
町
村
に

犀
は1

6期

月の

30納

醗

6期

月の

30納

1高
を
ご
確
認
砦
く
だ
さ
い
。
．

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
税
…
課
税
一

輔
墹
轤
堀
蔑
瑚
内
線
一

よ
っ
て
は
特
別
減
税
の
実
施
に
伴
一

い
、
納
期
限
を
１
カ
月
遅
ら
せ
る
一

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
我
孫
子
一

市
は
例
年
通
り
で
す
の
で
、
納
め
一

忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
一

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
一

方
は
、
振
替
旦
削
ま
で
に
口
座
残
一一●ー●1■■■■●■■■■■｡■■■■■●－G一

平
成
９
年
度
に
お
け
る
情
報
の

公
開
等
の
請
求
件
数
は
皿
件
で
し

た
。
こ
の
う
ち
、
情
報
の
公
開
諦

求
（
申
幽
が
喧
件
す
人
）
、
自

己
情
報
の
開
示
請
求
（
自
分
に
関

す
る
情
報
の
閲
覧
等
の
請
求
）
が

６
件
（
１
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
施
機
関
別
の
請
求
（
申
出
）

状
況
に
つ
い
て
は
、
情
報
の
公
開

は
市
長
あ
て
が
７
件
、
教
育
委
員

会
あ
て
が
８
件
で
し
た
。
ま
た
、

自
己
情
報
の
開
示
は
す
べ
て
教
育

市
に
情
報
公
開
制
度
が
誕
生
し

て
、
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
ざ
ん

の
市
政
へ
の
参
加
を
進
め
、
よ
り

開
か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

平
成
９
年
度
の
運
用
状
況
を
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼表2請求の主な内容

平
成
９
年
度
情
報
公
開
制
度
の

運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

公
開
等
の
請
求
は
訂
件

わかりやすく解説した
パンフレット

情
報
公
開
総
合
窓
口
に
は
、
「
行

政
情
報
資
料
室
」
が
併
設
さ
れ
て

お
り
、
市
の
計
画
書
、
各
種
刊
行

情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
求
め
に
応
じ
、
市
が
保
有

し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
傭
報
を
公

開
す
る
も
の
で
す
。
（
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
等
の
た
め

公
開
で
き
な
い
情
報
も
あ
り
ま
す
）

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
こ
の
制
度

の
し
く
み
や
利
用
方
法
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
市
役
所

本
庁
１
階
市
民
ホ
ー
ル
脇
の
情
報

公
開
総
合
窓
口
と
教
育
委
員
会
、

水
道
局
、
消
防
本
部
の
各
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
き
い
。

委
員
会
に
対
す
る
も
の
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
請
求
に
対
す
る
決
定

状
況
は
表
１
、
請
求
の
主
な
内
容

は
表
２
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
開
示
さ
れ
た
自
己
晴
報

に
関
す
る
訂
正
請
求
お
よ
び
非
公

開
決
定
等
に
対
す
る
不
服
申
し
立

て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

行
珪
情
報
壹
科
室
酉
一
利
用
を

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

物
、
統
計
資
料
や
国
・
県
の
行
政

資
料
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
１
枚
、
円
）

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
保
有
し
て
い

る
備
報
の
請
求
受
け
付
け
、
相

談
・
案
内
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
利
用
時
間
午
前
８
時
釦
分
か

ら
午
後
５
時
（
土
・
日
雁
日
、
祝

日
を
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
情
報
公

開
総
合
窓
口
賞
芭
１
１
１
１
内
線

２
６
８

▼表1 請求に対する決定状況

’
※杯存在」とは､公開等の鮒求に関する制報が存在しないことです。
※1件の請求に対して棋数の決定が行われているものがありますので、

’
’
1

｜
講求の件数と決定の件数は一致しません。

課税所
得金額

200万円以下

200万円を超え
700万円以下

700万円を超え
る金額

市民税

税率

3％

8％

12％

速算
控除額

10万円

38万円

県民税

税率

2％

3％

速算
控除額

一

7万円

市
・
県
民
税
の

特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

特
別
減
税
は
定
額
方
式
で
、
な
り
ま
す
。

納
税
者
本
人
が
１
万
７
０
０
０
喝
万
円
Ｉ
（
本
人
１
万
７
０
０

円
、
控
除
対
象
と
な
る
配
偶
者
０
円
十
配
偶
者
８
５
０
０
円
十

お
よ
び
扶
養
親
族
は
１
人
に
つ
子
ど
も
８
５
０
０
円
×
２

き
８
５
０
０
円
で
、
市
・
県
民
人
）
Ⅱ
８
万
７
５
０
０
円

税
の
所
得
割
額
の
合
計
額
を
限
〈
例
２
〉
特
別
減
税
前
の
所
得
割

度
と
し
て
減
税
き
れ
ま
す
。
額
が
４
万
２
５
０
０
円
以
下
で

こ
の
結
果
、
妻
（
所
得
な
し
）
あ
れ
ば
、
所
得
割
額
は
０
円
と

と
子
ど
も
２
人
を
扶
養
し
て
い
な
り
ま
す
。

る
標
準
世
帯
の
場
合
は
、
な
お
、
均
等
割
額
（
市
民
税

〈
例
１
〉
特
別
減
税
前
の
所
得
割
２
５
０
０
円
・
県
民
税
１
０
０

額
が
画
万
円
と
す
る
と
、
減
税
０
巴
は
特
別
減
税
の
対
象
と

後
の
所
得
割
額
は
次
の
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

区
分

傭
報
の
公
開

自
己
悩
報
の
開
示

合計

実施
機関

市
長

教
育
委
員
会

情報の内容

公募による霧議
の氏名と意見書

会委員

調整池築造工事に伴う
容量算出根拠など

宅地開発に伴う説明会
報告書など

都市計画審議会会議録
など

指導要録抄本

児童･生徒の問題行動
等生徒指導上の諸問題
に関する調査

部活動の記録

体罰に係る事故報告書
など

職員会談資料など

教育委員会議案など

OOの指導妥録

OOの出席簿

職員会議録(OOにつ
いて書かれた部分）

件
数

I

1

2

3

I

2

ワ
ー

1

1

1

2

3

1

21

決定
状況

部分公|＃

部分公1M

公開

公開

非公開

公1W

公開

部分公開

部分公開

公開

開 示

開 示

部分開示

公開･開示するこ
とができない理由

個人に関する情報
事務事業執行情報

個人に関する情報
陵勝り韓繭順謁繍
事務事業執行情報

－

個人に関する情報

－

個人に関する情報

個人に関する情報

’

－

個人に関する備報
事務鍵執行情報

情報の公開

自己情報の開示

決定区分

公開

10

開示

5

部分公開

4

部分I編

1

非公開

1

非開示

0

不存在

4

不存在

1

合計

19

合計

7
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(4)鐵 び こ 1998．6．16第975号
’

圃回|画目 忘れずに納めましょう
’

す
こ
や

し受験資格昭和53年4月2日か1

1

1

ら昭和56年4月1日生まれの方

し雇用期間7月16日(木)から8シ受付期間6月24日(水)から7

月31日(月）月1日(水消印有効）

I し勤務時間・場所午前8時からし第1次試験日9月6日(日）

午後6時までの間で1日4時間かし試験内容教養試験、適性試験、

ら8時間、市内学童保育室作文 含月の休館日
し勤務内容夏休み中に学童保育少要項請求・問い合わせ封書で

室へ通う児童の生活・余暇指導表に「Ⅲ種請求」と明記し、自分

，定員20人の住所、氏名を記入した返信用の

し賃金時給880円封筒（角形3号切手120円分を

レ申し込み・問い合わせ履歴書貼付)を同封のうえ、〒100－0004

（写真貼付）を6月30日（火・必千代田区大手町1の3の3大手町騒騒國塵
介護でお悩みのことはありませ着）までに我孫子1858市役所児童合同庁舎第3号館（9階）人事院

んか？介護のちょっとした工夫や保育課云(85)1111へ郵送または持関東事務局公03(3214)1621へ

川
し日時6月21日(日)午前9時体験談などを紹介します。参

し 場所市民体育館，日時6月28日(日)午前10時か

し種目硬式の部…シングルスら午後2時（入場無料） レテーマ道のあ る風景

し職種寮父母（お年寄りの生活

介護全般）

し募集人員若干名

修採用日随時

※勤務時間、採用方法など詳しく

は、特別養護老人ホーム「アコモ

ード」丑(89)5201'､※硬式とラージ両方の出場は不可※車での来場はご遠慮ください

圃 唾圃園
－ル係」へ，資格市内在住・在勤・在学者し問い合わせ在宅介 護 支 援 セ ン

似参加費シングルス1人300円ターわらく（特別養護老人ホーム地域の文化活動を支援しますし問い合わせ社団法人関東建設

(中学生100円）、ダブルス1組和楽園内）壷(88)6261し実施期間10月1日から半年間弘済会盆03(3234)6078

600円（中学生200円） 修助成対象芸術、文化、学術、

スポーツなどの活動を目的とした 平成10年第2回市議会定例会は、桜申し込み。問い合わせ電話で

6月18日(木)までに吉田盆(82)69腰曰時6月21日(日)午前11時開非営利団体による、イベント、公さわやかちば県民プラザでは、6月8日(月)に開会され、一般質

7 4 へ演（入場無料）演会などの単発的な文化事業12月のコンサートにむけて演奏者問は6月15日(月)から17日(水)ま

’場所市民会館惨助成金額10万円、もしくは総を募集しま す 。 で 行 わ れ ま す 。

※お楽しみコーナー（粗品のプレ事業予算の5割のいずれか少ないレコンサート日程12月12日(土）本会議は、どなたでも自由に傍

’日時。場所6月27日(±)午前ゼント）があります額修練習日6月27日(土)から主に聴できます。

10時から午後3時30分、湖北地区似問い合わせ竹内冠(88)8929伝受付期間7月1日(水)から28土曜日の夜間(午後5時から8時）※詳しくは議会事務局公(85)1111

公民館・湖北小学校体育館 日(火）15回程度へお問 い 合 わ せ く だ さ い 。

※申し込み方法等、詳しくは財団，場所さわやかちば県民ブラザ

’
し内容子どもたちにかかわる活

動をしている市内の団体による、し曰時6月27日(±）28日(日）法人寺島文化会館壷(67)6153へし対象高校生以上の吹奏楽経験

人形劇、音楽会、手づくり遊び、午前9時から午後5時(入場無料）

劇遊び、ゲームコーナー．手品、し場所井手ロホール（中央公民

し日時・場所6月25日(木)午後

1時30分、水道局4階会議室

し問い合わせ教育委員会総務課

１
１ し 助 成 分 野 伝 統 芸 能 、 音 楽 、 演 し 申 し 込 み ・ 問い合わせ往復ハ

し日時7月15日(水)･･･利根川沿

い水田、16日(木)･･･手賀沼沿い水

田、午前4時30分から10時頃を予

定（雨天、強風等の場合は順延）

し問い合わせ農政課盆(85)1111

午前9時から午後1時、古利根沼似問い合わせ北澤壷047(362)23文化振興財団盆047(364)3689へラザ事業課壷(40)8600へ

|’中央我湖水路広場（雨天決行）14（ファクスのみ）

し持参弁当（参加費無料） シ日時6月26日(金)から7月11

日(土)午前9時から午後4時30分

(月曜日を除く、11日は正午まで）

し場所柏中央公民館ほか2カ所

し問い合わせ教育委員会学校教

育課公(85)1151

少服装ササ刈り可能なスタイル

’
画 場 所湖北台近隣センターし参加費700円

◎自分で善るゆかたの看方惨問い合わせ小林壷(73)7551

し時間午前10時から正午 ，日時・場所6月20日(土)午前

9時から正午、つばめ共同保育園

(中峠）

し内容リズム遊びどろんこ遊

び(晴天の時着替えが必要です）

し参加費500円（昼食代）

惨申し込み．問い合わせ電話で

つばめ共同保育園壷(87)5005へ

。近隣センター等公共施設利用の

活動などは、優先的Iこ場所が確保

，対象。定員成人、先着20人

◎お子さんに善せる方法，日時7月4日(土)午後2時か

し時間午後1時から3時ら午後4時（参加費無料）

し対象。定員親子、先着20組し場所さわやかちば県民プラザ

圃参加費無料少内容ストレスとその対処法に

画持参ゆかた、半中帯ついての講義実習
た隠し

圏申し込み。問い合わせ電話で少講師杉江征（筑波大学講師）

鈴木登(88)2806へし定員30人（応募者多数の場合

は抽選）

惨申し込み往復ハガキ に 自 律 訓 されているものではありません。
'

伝日時6月26日(金)午前10時練法体験講座希望、住所、氏名、

から午後0時30分（入場無料）年齢、電話番号、返信面に自分の

，場所柏市民文化会館あて先を明記し、6月23日（火．
の り こ

し繍師茂呂記子（東京家庭教育必着)までに〒3O5-8572つくば市

研究所）天王台1の1の1筑波大学心理学

’ 問 い合わせ明るい社会づくり系杉江征へ

柏地区推進協議会金(34)7271し問い合わせ長谷部垂(32)2172

’

国家公務員Ⅲ種(税務職員）
項目

市・県民税第1期

国民年金(払込期限）

国民健康保険税第1期

水道料金

下水道受益者負担金第1期

納期限
(口座振替日）

30(火）

30(火）

30(火）

25(木）

30(火）

学童保育補助指導員

市民図書館本館

湖北台,布佐分館

峡･洲蠅舩賊

鳥の博物館

市 民 プ ラ ザ

市民会館

”側,螂儲ｾﾝﾀー

市民体育館

16(火)から26(金)‘29(月）

22(月)､29(月）

22(月)､29(月）

22(月)､29(月）

18(木)､25(木）

22(月)､29(月）

16(火)､22(月)､29(月）
30(火）

29(月）

第2回のんびり介護ﾌェア

市民卓球大会

（硬式。ラージボーノレ）

道のある風景

写真コンクーノレ作品 牛寺月り養護老人ホーム

「アコモード」職員
県 壷 里 予 田 看 謹 専 F 弓 学 校

実習予旨毒害

9s年度

b成金給

後 期

付団体

市 議 会 定 侮 り 会
音楽ﾜー ｸショップ参加者

日舞塁．剰了舞足菌

｢第1ら回友の会発表会」

げんきフェスタ'9s

東洋藺友の会「山草展」
定 例 教 育 委 員 会

県内でｼ舌亜】してし､ろ(固人・臣H本に

助成金を交イ寸します

水稲の農薬空中散布
李重夫詫壱。難聴者の集《J，

＝手話交流会 ＝古利根の＝黙を守る妄

古禾リキ艮の茅乗づくりと自然種目室会

平成10年度教科書展示会
さわやかちば県民ブラザ主催講座受講者

言湾演会「よく生 き る 力 」

－な【こき大切に生＝たらよいの力､＝

識孫子=もの教育協会

rゆかた』の着方。巷付 け教 室

講 座名
▼

語学演習室ボラン
ティア養成講座

｢間｣のとれる子ど

もの成長を願う

ワークショップ

ビデオ作成講座

災害ボランティア

養 成 講 座

千葉県の歴史

再発見講座

ホームページ

作成講座

アートサマーキャンプ

(こども箏入門）

アートプロデュース

実 践 講 座

日時（回数）

7月12．19日旧）

10:00-16:00(全2回）

7月5．19．26日旧）

8月9．30日旧）

13:30~16:00(全5回）

7月18日(土)､19日旧’

25日{土)､26日旧1

10:00~15:00(全4回）

7月20日(柵,25日仕),26日旧）

8月1日(土),2．9日(H）

9:30~17:30(全6回）

8月2．9日旧1,21.28日(金）

13:00~16:00(全4回）

8月5日(水)､6日(木）

10:00~16:00(全2回）

7月29日(水)～

8月2日旧）

10:00~16;00(全5回）

8月2．30日､9月13.27日

10月11日旧）

lOIOO-16:00(全5回）

申込期限

6月28日

6月20日

6月20日

7月5日

7月19日

7月10日

7月15日

7月10日

定 員

10人

20人

20人

30人

|霧I
80人

12人

15人

鰯

30人

受講料等

科

無料

受誠料2500円
ﾃｷｽﾄ{t1000円

料

料

受識料2250円

ﾃｷｽﾄltIOOO円

41正
"9○も 料

料

つばめ共同保育園公開保育
自律割11輝法体露言湾座

=ストレスと_＝{ごつきあうために＝

睾庭 襄虻育言奮う寅会

＝人間性を育てる男児子のふれあい＝

ﾃﾚﾎﾝｻービス
日唯当番医・1週Nilの行事

毎(85)1313

ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽ
夜間当番医

副87)1'141

ﾃﾚﾎﾝガイド 田(85)5000

ファクス廿イド 盃 8駕OI制01010


